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お断り 
 

 本書の内容は予告なく変更されることがあります。 

 株式会社ノイズ研究所の許可なしに、いかなる方法においても本書の複写、転載を禁じます。 

 本書の内容については万全を期しておりますが、万一ご不審な点や誤り、記載漏れなどお気づきの点がご

ざいましたら、当社までご連絡ください。 

 本製品がお客様により不適当に使用されたり、本書の内容に従わずに取り扱われたり、ノイズ研究所およ

びノイズ研究所指定の者以外の第三者によって修理、改造されたこと等に起因して生じた障害等につきま

しては、責任を負いかねますのでご了承ください。 

 本製品を運用した試験結果および、供試機器に与える影響につきましては、上記に関わらず責任を負いか

ねますので、ご了承ください。 

 本書内に記載されている商標や会社名は、各社の登録商標または商標です。本文中にTM、®は明記してお

りません。 

 安 全 保 障 輸 出 管 理 制 度   ～ 当 社 製 品 の 輸 出 に つ い て の お 願 い ～   

本製品は、輸出貿易管理令別表第一第 1～15 項までに該当しておりませんが、第 16 項のキャッチ・オー

ル規制対象貨物には該当します。よって、当社製品を海外へ輸出、または一時的に持ち出す場合には最終

需要者・最終用途等の確認審査をおこなう為、事前に当社へ輸出連絡書の提出をお願いしております。記

載内容につきましては、お客様を信頼し、輸出連絡書に記載の最終仕向け国・最終需要者･最終用途等を

も っ て 、 輸 出 貿 易 管 理 令 別 表 第 一 第 16 項 規 制 の 確 認 を さ せ て い た だ き ま す 。 

 

輸出規制の法律を厳守する為、輸出連絡書の提出を必ずお願い致します。また、国内外の取引先に転売す

る場合は、転売先に上記内容についてご通知をお願い致します。 

 
※上記内容は法令に基づいておりますので、法令の改正等により変更される場合があります。法令の規制内容・輸

出手続等についての詳細は政府機関の窓口（経済産業省 貿易経済協力局 貿易管理部 安全保障貿易管理課等）へ

お問い合わせください。 
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1. ソフトウェア使用許諾条件事項 
 

1. 使用目的の制限 

仕様書、取扱説明書に記載する用途でご使用ください。その目的以外には使用しないでくだ

さい。 

2. 使用できる者 
お客様の使用環境において、本ソフトウェアの動作を含むシステム全体に対して機器類の安

全確保や操作方法など適切な教育・訓練を受けた方が使用してください。 

3. 複製の可否 

本製品は、コンピュータ 1 台につき 1 セット購入が原則となっており、インストールはコン

ピュータ 1 台に限り行えます。 

4. 知財権の取り扱い 
本ソフトウェアおよび本ソフトウェアに関する著作権等の知的財産権は、当社に帰属します。 

5. 使用期限 
お客様が本ソフトウェアのインストールまたは利用するための所定の手続きを完了した時点

のいずれか遅い時点に発生し、当社の定める利用期間の終了がある場合は、それをもって使

用の効力を失うものとします。 

6. 使用終了の条件 

お客様が本文のいずれかの条項に違反した場合、または当社の著作権その他知的所有権を侵

害した場合には、当社のお客様への使用許諾を解除することができます。 

7. 使用終了時の処理内容 
本ソフトウェアを速やかにアンインストールしていただきます（当社よりその他の指示があ

る場合は、それに従うものとします）。 

8. 免責事項 

本ソフトウェアのご使用にあたり生じたお客様の損害および第三者からのお客様に対する請

求については、当社および販売店等に故意または重過失がない限り、当社および販売店等は

その責任を負いません。 

9. 禁止事項 
本ソフトウェアに関して以下の行為を禁止いたします。 
 ①本ソフトウェアの機能を変更、追加する等の改変行為。 
 ②本ソフトウェアの逆コンパイルまたは逆アセンブル等の一切のリバースエンジニアリン

グ行為。 
 ③本ソフトウェアおよび当社により提供された本ソフトウェアの添付品を、第三者に対し

て再販売、譲渡、再配布、使用許諾等する行為。 
 ④本ソフトウェアおよび当社により提供された本ソフトウェアの資料、情報等を第三者に

送信可能な状態でネットワーク上に蓄積する行為。 

10. USB などのプロテクトキーの取り扱い 
当社が提供するソフトウェアによっては、USB などのプロテクトキーが必要な場合がありま

す。 
 ①添付品にプロテクトキーがある場合、動作させるパソコンにプロテクトキーを装着する

必要があります。 
 ②プロテクトキーは原則再発行いたしません。万一、破損や紛失等発生した場合は、当社

営業（または修理）部門にお問い合わせください。 
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3. 概要 
○ ソフトウェアの動作環境 

OS             ： Microsoft Windows 10（日本語版 / 英語版） 
Microsoft Windows 11（日本語版 / 英語版） 

CPU          ： デュアルコア 2.4 GHz 以上を推奨 
メインメモリ    ： 8 GB 以上を推奨 
ストレージ ： 5 GB 以上の空き容量があること 
ディスプレイ    ： 1024×768dot 以上の解像度 

また、上記の他に下記の条件があります。 
 クラウドサービスを使用したソフトウェアやオンラインストレージを利用される場合

は、動作保証できません。 
 USB ポートの空きがあること。（1 ポート占有します） 
 光インターフェースユニット用ドライバインストール時に CD-ROM 又は DVD-ROM

ドライブが必要となります。 
 
○ フォルダ構成 

作業用フォルダ→プロジェクトフォルダ→ [波形ファイル]フォルダ 
(任意指定のフォルダ)                          [小シーケンシャル]フォルダ 

[大シーケンシャル]フォルダ 
[試験データ]フォルダ 
[CSV データ]フォルダ 

 

○ CD の内容  

・ Setup.exe：SG-7040 インストールプログラム 

・ DRIVER：ドライバソフトウェア 

・ WaveFiles：波形ファイル（ISO16750-2、ISO7637-2、JASO D 001-94、その他ご

要望のファイル） 

 

○ ファイル構成 
ファイル名 拡張子 説明 

波形ファイル SQW 波形部品の集合 
小シーケンシャルファイル SQA 波形ファイルの集合 
大シーケンシャルファイル SQS 小シーケンシャルファイルの集合 
環境設定ファイル ENV 環境設定ファイル 
CSV ファイル CSV CSV ファイル 

 
○ 試験実行 
  試験(出力)は、小シーケンシャルファイル（.SQA）または、CSV ファイル単位で実行。 
 

○ ご使用にあたっての注意 
使用時：試験器の電源を ON し、ケーブルが接続されていることを確認してから、アプリ

ケーションを立上げてください。 
終了時：アプリケーションを終了させてから、試験器の電源を OFF してください。 
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4. ソフト立上げと基本設定 
4.1 ソフト立上げ準備 
(1) 任意波形作成ソフトのインストール 

① Windows に Administrator（管理者）権限を持つ ID でログオンしてください。 
② セットアップ CD を CD-ROM ドライブに挿入します。 
③ フォルダ内の(Setup.exe)を実行します。 
④ インストールプログラムが起動します。画面の指示に従ってインストールをおこなっ

てください。 
⑤ インストールの確認 

[Windows 10 の場合] 
インストール終了後、タスクバーの[スタート]のアプリリストに[NoiseKen]-[SG-
7040ARS]が登録されます。 
 

    以上でソフトウェアのセットアップは完了です。 
 

(2) ドライバのインストール 

USB High Speed Serial Converterが認識された場合、リモートソフトCDにあるDRIVER
フォルダからドライバをインストールします。 

① 試験器のリモート制御用コネクタに USB ケーブルを接続します。 
② USB ケーブルを PC の USB ポートに接続します。 
③ 試験器の電源を ON します。 
④ デバイスマネージャーを開きます。 
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[Windows 10 の場合] 
[スタート]ボタンをクリックし、スタートメニューを開きます。アプリリストをスクロ

ールし、[Windows システムツール]フォルダの[コントロールパネル]をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
[コントロールパネル]の[ハードウェアとサウンド]をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
[デバイスとプリンター]の[デバイス マネージャー]をクリックします。 
 

  

①クリック 

②クリック 

①クリック 

①クリック 
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⑤ [ほかのデバイス]の項目に[USB <-> Serial]が表示され、“！”マークがついていたら、

マウスで右クリックして[ドライバーの更新(P)]をクリックします。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑥ [ドライバーの更新 – USB <-> Serial] 画面が表示されるので、[コンピューターを参照し

てドライバーソフトウェアを検索(R)]をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑦ ドライバーの CD を挿入したドライブの名前を指定し、[サブフォルダーも検索する]にチ

ェックマークをつけます。（以下の例では D ドライブが CD ドライブです。） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

①右クリック 
②クリック 

①クリック 

①CD ドライブ名入力、もしく

は参照ボタンをクリックしてド

ライブ選択 

②チェックマークをつける 

③クリック 
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⑧ [Windows セキュリティ]画面が表示された場合は、[このドライバー ソフトウェアをイ

ンストールします]をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑨ USB Serial Converter が正常にインストールできたら完了の画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

⑩ USB Serial Port のドライバー ソフトウェアをインストールします。 
[ほかのデバイス]の項目に[USB Serial Port]が表示され、“！”マークがついていたら、

マウスで右クリックして[ドライバーの更新(P)]をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
  

①クリック 

①右クリック 
②クリック 

①クリック 
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⑪ [ドライバーの更新 – USB Serial Port] 画面が表示されるので、[コンピューターを参照

してドライバー ソフトウェアを検索(R)]をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
⑫ ドライバーの CD を挿入したドライブの名前を指定し、[サブフォルダーも検索する]にチ

ェックマークをつけます。（以下の例では D ドライブが CD ドライブです。） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
⑬ [Windows セキュリティ]画面が表示された場合は、[このドライバー ソフトウェアをイン

ストールします]をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①クリック 

①CDドライブ名入力、もしく

は参照ボタンをクリックして

ドライブ選択 
 

②チェックマークをつける 

③クリック 

①クリック 
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⑭ USB Serial Port が正常にインストールできたら完了の画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

(3) インストールと COM 番号の確認 
デバイスマネージャーの[ポート(COM と LPT)]を展開し、[USB Serial Port(COMx)]に
“！”や“×”マークがついていないことを確認します。 
（COM に続く数字は PC の環境により変化します） 
同様に、[ユニバーサル シリアル バス コントローラー]を展開し、[USB Serial Converter]
に“！”や“×”マークがついていないことを確認します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①クリック 

①展開 ②“！”マークがついていないことを確認 

④展開 

⑤“！”マークがついていないことを確認 

③COM 番号 
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4.2 作業フォルダの作成 

波形データ、シーケンシャルファイル、結果等を収納しておく作業フォルダ（ユーザーフ

ォルダ）を任意の箇所に任意の名称で作成します。 

CD の、WaveFiles フォルダには、デフォルトで ISO16750-2、ISO7637-2、JASO D 001-
94 の 3 つが含まれております。それをコピーしてお使いださい。 

以下の例では D:\WaveFiles に規格ごとのフォルダを作成した例を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.3 任意波形作成ソフトウェアの起動 
[Windows 10 の場合] 
[スタート]→アプリリスト→[NoiseKen]から[SG-7040ARS]を起動します。 
 

デスクトップ上に[SG-7040ARS]のショートカットアイコンがあれば、それをクリックし

ます。 

 

 

 

 

 

 

上記の[作業フォルダ作成の確認ダイアログボックス]が表示されるので[OK]をクリックし

ます。 
 

  

試験器の 
作業フォルダ 

各規格の 
作業フォルダ 
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続いて作業フォルダを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示されているフォルダから実行する規格を選択して[Open]をクリックします。 

[Cancel]をクリックすると、前回の作業フォルダ（最後に選択したプロジェクト）が選択

されます。 

作業フォルダの中に波形データ、シーケンシャルファイル、試験結果等が収納されます。 

フォルダを変更する場合は右上の三角のボタンをクリックしてフォルダ参照を表示してフ

ォルダを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変更するフォルダを選択して[OK]をクリックします。 

 

新規に作業フォルダを作成する際には、[プロジェクト名称：]欄に任意のフォルダ名を入

力してください。ユーザーフォルダに作業フォルダが生成されます。 

 

フォルダを選択して[Open]をクリックすると、各種接続機器の初期化を行います。初期化

に失敗すると、下記のようにエラー確認画面が表示されます。[OK]ボタンをクリックする

と[試験実行]画面の右上に[未接続]と表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

エラーが発生した場合は、次項の接続機器の環境設定を行ってください。 

 

  

作業フォルダの 
一覧表示をします 
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4.4 接続機器の環境設定 
接続機器の環境設定は、 
画面左上のメニューから 
[ファイル→オプション] 
と選択します。 

 

 

 

 

 

 

[環境設定ダイアログ]が表示されるので、[シーケンシャル発振器]の COM ポートを選択し

ます。（デバイスマネージャで確認、[4.1 ソフト立上げ準備]参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[OK]をクリックして作業完了します。通信に成功すると[未接続]の表示が消えます。 

 

4.5 機器との接続 
① 試験器の電源が OFF になっていることを確認します。 
② 試験器の USB コネクタに USB ケーブルを差します。 
③ USB ケーブルを PC と接続します。 
④ 試験器の電源を ON します。 
 
以上で接続は完了です。 
試験器との接続については、本体の取扱説明書もお読みください。 
 

 

パソコン側のUSBの差込口を変更するとドライバを再インストールする必要があります。

また、COM 番号も変更になり、環境設定の変更も必要になります。安定してお使い続け

るためにも USB の差込口を変更しないようにお勧めします。 
 

 

 

USB Serial Port 
の COM 番号 
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5. 画面構成 
試験実行画面 

 
試験の実行や停止を制御します。また、シーケンシャル設定の組み合わせや、CSV ファイ

ルの設定を行います。シーケンシャル設定の組み合わせが試験内容となります。シーケン

シャルファイルは最大 1000 個、CSV ファイルは最大 10 個までのファイルを並べることが

できます。 
 
シーケンシャル設定画面 

 
 

波形ファイルを組み合わせてシーケンシャル設定にします。波形ファイルを最大 16 種類、

組み合わせることができます。 
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波形編集画面 

 
波形の部品を組み合わせて波形ファイルを作成します。最大 31 個の波形を組み合わせてひ

とつの波形ファイルとします。 
 
環境設定画面 

 
試験終了後の状態や接続機器の情報を設定します。 
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6. 波形編集 
画面のタブで[波形編集]を選択し、波形の作成、保存を行います。 

 
6.1 画面説明 

① 波形要素(種類)ボタン 
[②グラフ領域]にドラッグアンドドロップして波形を作成します。ボタンをクリック

すると最後の要素に追加されます。 
② グラフ領域 

選択された波形要素の終点と始点を自動結合して、波形を作成します。実際に出力さ

れる試験波形のイメージとなります。現在編集対象となっている波形イメージは強調

表示されます。 
③ 開始電圧設定 

波形ファイルの先頭電圧を設定します。 
④ 波形要素データの複製、移動、削除 

リスト内で編集対象となっている項目の上下移動や削除、またはコピーを行います。 
⑤ 波形要素データ(１行１波形要素)表 

選択された波形要素は、表に１要素 1 行で表示します。 
表内の波形要素にフォーカスを移動すると、[②グラフ領域]の対象部分を強調表示で

示します。 
⑥ 波形要素説明 

選択された波形要素の説明です。 
⑦ 作成波形に対するコメント欄 

作成しているシーケンシャルファイルに対するコメント欄です。 
⑧ グラフの電圧表示範囲設定 

グラフに表示される電圧範囲を指定します。 
⑨ グラフの時間軸スケール設定 

グラフに表示される時間軸を指定します。表示スケールごとにスピンボタンの変化値

が異なります。マニュアルで任意の表示スケールを指定できます。 
 
  

① 

② 

③ 

⑤ 

⑥ 

④ 
⑭ 

⑧ 
⑫ 

⑦ 

⑮ 

⑨ 

⑬ 

⑩ 
⑪ 
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⑩ TEST 
試験実行の為のコントロールダイアログを開きます。本画面で設定した波形を出力確

認することができます。（6.6 項を参照ください。） 
⑪ 自動スケール 

グラフに表示される時間軸の自動調整を行います。 
⑫ 強調表示有無 

選択された波形イメージをグラフ領域に、強調表示するか否かを選択します。 
⑬ 試験時間計算値 

設定しているシーケンシャル設定の試験時間です。試験実行時間の目安として使用し

てください。 
⑭ パルス出力の設定 

発振器の PULSE 出力を制御します。（6.5 項を参照ください。） 
⑮ 単位の選択 

波形要素の時間単位または、電圧単位を選択します。 
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6.2 操作説明 
波形ボタンをグラフ領域へドラッグアンドドロップするか、 

クリックします。（クリックの場合、最後の要素に追加されます。） 

 

 

 

 

 

 

 

                    （矩形波を選択した状態） 

波形は 31 要素まで選択可能です。 

ただし、特殊波形については 1 要素のみとなります。 

※正弦波スイープ波形は、同一波形要素のみ 11 要素並べられます。 

 

追加した波形は波形要素データ表に、その内容を表示します。 

表の値を変更することによって、波形を編集します。 

 

 

 

 

 

 

 

表の項目 説明 

波形種類 波形要素の名前 

T(ms) 波形要素の長さ（出力時間） 
V(mV) 振幅 

V1 電圧の変化量 

f1 周波数 

f2 正弦波振幅、正弦波スイープ、正弦波 LOG スイープ、矩形波スイープ

設定時の第 2 周波数の設定。 

Th 正弦波半減設定時、振幅半減時間の設定。 

N 波形要素の繰返し回数設定（波形要素を設定数グラフに表示します。） 

LP 刻み(ステップ)有効場合、チェックを入れます。 

正弦波 LOG スイープ設定時は、波形を折り返す場合に使用します。 

Te(ms) 波形要素の最終出力時間設定 

Ut(ms) 刻み時間設定（マイナス刻みの場合、頭に「-」を付けてください。） 

Ve(mV) 波形要素の最終電圧設定 

Ut(mV) 刻み電圧設定（マイナス刻みの場合、頭に「-」を付けてください。） 

※刻み試験実行中に、終了値を超えてしまった場合、終了値以降の試験は実行しません。 

 

編集対象になっている波形は、その要素の説明が[波形要素説明]に表示されます。 

 
  

通
常
波
形

特
殊
波
形



6.波形編集 

19 

開始電圧を決定します。 

 
垂直線、水平線、矩形波スイープ波形以外で開始される波形は、本電圧値を基準として波

形を開始します。 

 

 

波形要素データ表内の編集を行います。 

選択した波形要素を選択行の次の行にコピーします。 

 

            選択行の波形要素を上へ移動します。 
 

            選択行の波形要素を下へ移動します。 
 

            選択行の波形要素を削除します。 

 

 

グラフ上で選択対象になっている波形を、強調表示するか 

    否かを選択できます。 

 

 

 

 

短い時間の試験や、長い時間をかける試験に 

対応するために時間単位を選択できます。 

試験時間に応じて時間単位を選択してください。 

μs 単位の場合、1 要素の最長出力時間は 60 秒（60000000 μs）、その他の時間単位では

30 分（30 min、1800 s、1800000 ms）となっています。 

 

 

波形要素または、スタート電圧の電圧単位を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※時間軸スケール幅によっては、グラフが正しく表示されない場合があります。 

 

  

グラフは見やすいように表示される時間を指定することができます。 
       表示する電圧値も指定できます。 
 
       画面に表示できない場所はスライドバー 
       で表示させます。 
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6.3 各波形と設定項目 
通常波形 

[垂直線] 
 
 
 

電圧を瞬時に立上げ、立下げます。 
※発振器は、立下り、立ち上り時間を 1 μs 未満で変動しますが、実際の出力電圧の変動は接

続しているバイポーラ電源の性能により異なる場合があります。 
 
[水平線] 
      
 
 

任意の電圧値で任意時間保持します。 
1 μs～30 分まで設定可能です。 

 
[矩形波 1] [矩形波 2] 
      
 
 

垂直的な電圧変動を行います。 
動作時間（T）は一周期時間を設定します。10 μs から 1800 秒まで設定可能です。 
※矩形波 1 と 2 は、デフォルトのパラメータが異なる、同一波形要素です。 

 
[ノコギリ 1] [ノコギリ 2] 
 
 
 

任意の時間内で任意の電圧値にして開始電圧に戻ります。 
動作時間（T）は一周期時間を設定します。10 μs から 1800 秒まで設定可能です。 

  ※ノコギリ 1 と 2 は、デフォルトのパラメータが異なる、同一波形要素です。 
 
[ランプ波(下降)] [ランプ波(上昇)] 
 
 
 

任意の時間で任意の電圧値にします。 
動作時間（T）は移動時間を設定します。0 μs から 1800 秒まで設定可能です。（時間軸 0 μs
の場合は、垂直線として扱います。） 
※ランプ波形は、波形生成の特性上、任意の設定電圧値まで達しない場合があります。任意の

電圧まで確実に出力させる為、ランプ波形の次に 1 μs 以上の水平線を挿入してください。 
※ランプ下降と上昇は、デフォルトのパラメータが異なる、同一波形要素です。 

 
[正弦波] 
 
 
 

正弦波を出力します。 
周期（T）の場合 7 μs から 1 秒まで、周波数（f1）の場合 150 kHz から 1 Hz まで設定可能で

す。 
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[EXP 波 1]  [EXP 波 2] 
 
 
 

エクスポーネンシャルに出力を変化します。 
変化電圧を V、変化時間を t とした場合、V(t)=V･e-Tで出力されます。 
変化時間は 1 μs から 1800 秒まで設定可能です。 
変化電圧を V、変化時間を t とした場合、V(t)=V(1-e-T)で出力されます。 
※EXP 波 1 と 2 は、デフォルトのパラメータが異なる、同一波形要素です。 
※電圧設定範囲は、±60 V までになります。（正弦波は、0 V から 60 V まで） 
※垂直線と、水平線の電圧値のみ絶対値を設定してください。（その他の波形の電圧値は、相対

になりますので、波形の最大値が±60 V を超えないように設定してください。） 
 
 
特殊波形 
[正弦波傾斜１]  [正弦波傾斜 2] 
 
 
 

中心電圧を変化しながら正弦波を出力します。 
出力時間（T）、周波数（f1）、正弦波振幅（V）中心電圧最終値（V1）を設定します。 
出力時間は、10 μs から 1800 秒まで設定可能です。 
※正弦波傾斜 1 と 2 は、デフォルトのパラメータが異なる、同一波形要素です。 

 
[正弦波半減]  

 
 
 

中心電圧と波振幅を変化しながら正弦波を出力します。 
出力時間（T）、周波数（f1）、開始時の正弦波振幅（V）中心電圧最終値（V1）、開始周波数の

半減時間（Th）を設定します。出力時間と半減時間の最小値は 10 μs です。 
 

[正弦波振幅 1] [正弦波振幅 2] 
 
 
 

波振幅と周波数をリニアで変化しながら、正弦波を出力します。 
出力時間（T）で正弦波を、第一振幅（V）と第一周波数（f1）から、第二振幅（V1）と第二

周波数（f2）に変化した後、出力時間（T）をかけて、第一振幅（V）と第一周波数（f1）に戻

します。 
出力時間は 1 ms から 1800 秒まで設定可能で、分解能は 1 ms です。     

  ※正弦波振幅 1 と 2 は、デフォルトのパラメータが異なる、同一波形要素です。 
 
[正弦波スイープ]  

 
 
 
波振幅と周波数をリニアで変化しながら、正弦波を連続的に出力します。 
出力時間（T）で正弦波を、第一振幅（V）と第一周波数（f1）から、第二振幅（V1）と第二

周波数（f2）に変化した後、続けて正弦波スイープ要素が存在すれば、次の波形要素の出力時

間（T）で第二振幅（V1）と第二周波数（f2）に変化します。これを波形要素分だけ繰り返し

ます。出力時間は、1 ms から 1800 秒まで設定可能です。 
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[正弦波 LOG スイープ]  
 

  
 

周波数を LOG で変化しながら、正弦波を出力します。 
出力時間（T）で振幅（V）の正弦波を、第一周波数（f1）から第二周波数（f2）に変化しなが

ら出力します。 
LP にチェックを入れた際、出力時間終了後、設定した出力時間（T）で、第二周波数から、第

一周波数に変化しながら出力します。（波形を折り返します。） 
出力時間は、1 秒から 1800 秒まで設定可能です。 

 
[矩形波スイープ] 
 
 

周波数をリニアで変化しながら、矩形波を出力します。 
出力時間（T）で開始電圧値（V）終了電圧値（V1）の矩形波を、第一周波数（f1）から第二

周波数（f2）に変化しながら出力します。 
本波形は、開始電圧がスタート電圧になります。 
出力時間は、100 ms から 1800 秒まで設定可能です。 
※ 電圧設定範囲は、±60 V までになります。 
※ 波形の最大値が±60 V を超えないように設定してください。 

 
  

[スタート電圧] 

             波形開始の電圧値を設定します。 

 

[LP] 刻み（ステップ）有りの場合、チェックを入れます。 

刻みとは、該当する要素の内容を変化しながら以降の要素を繰り返し実行

する機能です。待ち時間を短くしながら同じ要素を繰り返す場合などに使

用 し ま す 。 

※正弦波 LOG スイープ設定時は、波形を折り返す場合に使用します。 

[Te(ms)] 波形要素の最終出力時間設定 

終了する時間を設定します。実行する時間の計算結果がこの値を超えた場

合は試験を終了します。電圧刻みと同時に設定した場合、時間刻みを完了

した後に電圧計算を行い、時間刻みを行います。 

[Ut(ms)] 刻み時間設定（マイナス刻みの場合は頭に「-」を付けます。） 

刻み時間を設定します。 

[Ve(mV)] 波形要素の最終電圧設定 

終了する電圧を設定します。実行する電圧の計算結果がこの値を超えた場

合は試験を終了します。 

[Ut(mV)] 刻み電圧設定（マイナス刻みの場合は頭に「-」を付けます。） 

刻みの電圧を設定します。 
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6.4 波形ファイル作成の注意事項 
波形編集画面のグラフ領域には、刻み（ステップ）を有効にした波形イメージを作成しません。 
以下に、刻みを有効にした波形イメージと実際の出力波形について、例を記します。 
 
【波形詳細】 
 
 
 
 
 
【グラフ領域】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本設定の場合、2番目のノコギリ波が時間軸刻み有りの設定になっており、100 msから 300 ms
まで 100 ms ステップで動作時間が変化します。 
 
【実際の出力】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※ 刻み値が終了値を超えた場合、終了値の波形を行わず終了します。 

上記の例で、終了値を 300 ms から 250 ms にした場合、100 ms、200 ms の出力を行い、終

了します。（250 ms のノコギリ波は出力しません。） 
 
上記例で動作時間を急峻な方向へ変化させたい場合は、T を 300、Te を 100、Ut を-100 としま

す。 
 
時間と電圧を両方指定した場合、時間の変化をすべて実行した後、電圧を変化し再び時間の変

化を実行します。 
 
刻みが指定できるのは、一つの波形ファイル内で、一つの波形に限定されます。 
 
  

1 回目 2 回目 3 回目 

50ms 100m 50ms 200m 50ms 300m
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6.5 パルス出力設定 

発振器の[PULSE]出力信号の設定を行います。 

時間単位は、TimeUnit で選択した単位になっています。 

試験開始から[OFF 時間]経過後に[OFF 幅]の間 

OFF 信号を出力します。グラフ領域に OFF 間を白色で表します。 
回数が設定されていれば、1 発目の OFF 信号後[OFF 時間]経過後、再び[OFF 幅]の間

OFF 信号を出力します。回数は、9999 回まで設定可能です。 

発振器の[PULSE]出力電圧は通常 5 V 出力ですが、OFF 間は 0 V となります。 

オプションの[SG-7043]、または[SG-7044]を接続した際に設定します。 
       

【設定例】 
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6.6 TEST 実行 
[TEST]ボタンをクリックすると、[Control]ダイアログが表示され、[波形編集]画面で編

集中の（保存の必要はありません）波形を出力して確認することが可能です。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 出力 CH：出力するチャンネルを選択します。（CH1 は固定） 

② 通常波形時間軸分解能：通常波形の時間軸分解能を選択します。 

③ 試験回数：繰り返し回数を設定します。（1～1000 回） 

④ 運転：波形データの送信、試験開始、停止を行います。 

⑤ 試験中：試験実行中に表示されます。 

STB 時、出力終了時の電圧は、[環境設定]画面での設定に依存します。 

 

 

6.7 波形ファイルの保存 
波形編集タブを選択した状態で、画面左上のファイルメニューから[名前を付けて保存]を

選択すると、波形ファイルの保存ができます。 

保存されたファイルには、[.SQW]の拡張子が付きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.8 波形ファイルの削除 
波形編集タブを選択した状態で、画面左上のファイルメニューから[削除]を選択すると、

ファイル削除のダイアログが表示され、波形ファイルの削除が行えます。 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 
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7. 波形接続 
画面のタブで[波形接続]を選択し、小シーケンシャルファイルを作成します。 

 
 

作成した波形ファイルを結合し、小シーケンシャルファイルとしてまとめます。波形と試

験の中間ファイルとなります。 
 
 

7.1 画面説明 
① グラフ領域 

選択された波形のイメージを表示します。 
② 波形ファイル表 

出力順に波形ファイルを選択設定します。上から順に空白行をダブルクリックする

か、各行をクリックし[...]ボタンをクリックし選択します。 
③ チャンネル選択ボタン 

設定チャンネルを選択します。（図は、4ch 仕様です。） 
④ トリガポイント 

外部オシロトリガ用の信号出力（5 V 不論理）を設定します。（7.4 参照） 
⑤ 波形表示の選択 

全チャンネルの波形一括表示または、個別チャンネルの拡大表示の選択を行います。 
⑥ コメント欄 

作成している設定に対するコメント欄です。 
⑦ 波形ファイル更新ボタン 

[②波形ファイル表]内の波形ファイルを再読み込みし、[①グラフ領域]に波形のイメ

ージを表示します。 
 

  

① 

② 
⑥ 

④ 

⑤ 

③ 

⑦ 
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7.2 操作説明 
編集するチャンネルを選択します。 
 
 
作成した波形ファイルを選択します。波形ファイル表をダブルクリックするか、波形ファ

イルの行をクリックして［…］ボタンをクリックしてファイルを開くダイアログを表示し

ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
実行する波形ファイルを選択します。 

最大 16 波形登録できます。 
実際の出力では、波形ファイルの間に約 85 μs の遅延が発生します。 
 
表示する電圧範囲を指定します。 
 
                     編集対象のみの波形を選択します。 

                      選択されている波形全体を表示します。 
                      （編集対象の波形を強調表示します。） 
 
                      表示対象とするチャンネルを選択しま 

す。窪んだ状態が表示選択です。 
 
 
 

 
7.3 チャンネル間のコピー 

波形ファイル表内を右クリックすると、[チャンネル間のコピー]メニューが表示されます。 
 
 
 
 
 
 
選択すると、[チャンネル間のコピー] 

ダイアログが表示し、チャンネル間のコピーが 

可能です。 
※1ch 仕様の場合、本機能はありません。 
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7.4 トリガ信号出力の設定 
発振器の［OSC SYNC］出力の設定を行います。 

 
 
 
 

［TRIG 時間］試験開始から TRIG を出力するまでの時間 
［TRIG 幅］トリガ信号幅 
右下の単位切り替えボタンで、時間単位を選択してください。 

 
7.5 小シーケンシャルファイルの保存 
波形接続タブを選択した状態で、画面左上のファイルメニューから[名前を付けて保存]を選

択し、小シーケンシャルファイルの保存ができます。 

保存されたファイルには、[.SQA]と拡張子が付きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.6 小シーケンシャルファイルの削除 
波形接続タブを選択した状態で、画面左上のファイルメニューから[削除]を選択すると、フ

ァイル削除ダイアログが表示され、小シーケンシャルファイルの削除を行うことが可能です。 
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7.7 小シーケンシャルファイル作成の注意事項 
本ソフトウェアは、同期の精度を保つ為、波形ファイル（.SQW）単位で同期の調整を行い

ます。（各チャンネルに設定された波形ファイルの先頭を同時にスタートしています。） 
従いまして、チャンネル間で波形ファイルの個数が異なる、又は、それぞれの波形ファイル

の時間が異なる場合、実際の出力と画面上の波形のイメージが異なる場合があります。 
 
【例】ch1 に波形要素のノコギリ波 100ms で構成された波形ファイルを 1 つ並べ、 

ch2 に波形要素のノコギリ波 50ms で構成された波形ファイルを 2 つ並べた例を以下

に記します。 
 
【波形接続画面】 
ch1：三角波 100ms.SQW 
ch2：三角波 50ms.SQW 

三角波 50ms.SQW 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【実際の出力】 
 
ch1 
 
 
 
 
ch2 
 
 
 
 
 
上のような場合には、波形ファイルの個数を ch1 と同じにすること（[三角波 50 ms.SQW]の

中に 2 つのノコギリ波を入れて）で解決できます。

ノコギリ波 T=100 ms 

ノコギリ波 T=50ms 

試験開始 

ch1:1 波目終了 

ノコギリ波 T=50ms 

Ch1 の波形ファイル終了ま

で待ちます。 
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8. 試験 
8.1 プログラムモード 

画面のタブで[試験]を選択し、試験の実行をします。 

 
作成したシーケンシャルファイルを設定して試験を実行します。小シーケンシャルファイ

ルを複数選択して連続試験をすることが可能です。 
 

8.1.1 画面説明 
① 試験モード 

試験モードを選択します。 
 プログラム：小シーケンシャルファイルを試験実行します。 
 外部データ：CSV ファイルを試験実行します。 

② 運転ボタン 
［STB］発振器への波形の送信開始、送信完了でスタンバイ電圧を出力します。 
［►］   波形出力を開始します。 
［■］  波形出力を停止または、スタンバイ電圧を解除します。通常は全波形出力完

了で自動停止となります。 
③ 繰返し 

大シーケンシャルファイル（表に表示されている小シーケンシャルファイルまたは、

CSV ファイルの全て）の繰返し回数設定と、開始後の積算回数表示。 
④ 運転時間 

大シーケンシャルファイル（表に表示されている小シーケンシャルファイルまたは、

CSV ファイルの全て）の積算時間と、開始後の経過時間表示。 
⑤ 選択箇所から開始 

チェック有り：[⑨シーケンシャル表]の選択箇所から、試験を開始します。 
チェック無し：[⑨シーケンシャル表]の先頭箇所から、試験を開始します。 

⑥ 波形分解能の選択 
通常波形（水平、矩形、ノコギリ、ランプ波、EXP 波）の時間軸分解能の設定を行い

ます。 
1 分以上の波形要素(通常波形)が存在する試験を行う場合には、[ms]を選択してくだ

さい。  

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

⑦ 

⑧ 
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⑦ バッファ転送 
小シーケンシャルファイルを先送りする機能です。データ転送かかる時間を省くこと

ができます。但し、正弦波スイープ波形、正弦波 LOG スイープ波形、矩形波スイー

プ波形、CSV 波形、異なる種類の特殊波形を並べた際には、本機能は適応しません。 
⑧ 小シーケンシャルファイル時間更新ボタン 

[⑨シーケンシャル表]内の小シーケンシャルファイルを再読み込みし、積算時間を書

き換えます。 
⑨ シーケンシャル表 

出力順に上からシーケンシャルファイルを選択設定します。 
⑩ 進行状況 

全出力時間(運転時間)を 100％とした、出力開始後の経過時間をプログレスバー（横

棒グラフ）で表示します。 
⑪ コメント欄 

試験に関するコメントを入力します。 
 

8.2 外部データ(CSV)モード 
CSV データファイルを、出力するチャンネルに設定して試験を実行します。 

読み込んだ CSV データは、[波形接続]画面、[波形編集]画面上で確認することができま

す。 

 
      
 【CSV データ確認例】 

      
  

① 
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8.2.2 画面説明 

① CSV ファイルリスト 
どのチャンネルに対し出力するか、タブを選択し、出力する順番に CSV ファイルを並

べてください。最大 10 個まで設定可能です。 
 
8.2.3 CSV データ作成 

本テーブルは、CSV 形式ファイルです。新規ファイルの作成は、市販の表計算ソフトウェ

ア、エディタ等を使用してください。 
作成は、必ず次のフォーマットで行ってください。 
 
               ヘッダー部 
               データ部 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘッダー部：周波数を入力します。 
           「Frequency、周波数」の順番で入力してください。 
            Frequency = 文字列固定 
            周波数 = 1~5000000 までの周波数 
データ部：「番号、電圧値」 
          番号 = 1～524288 までの連番 
          電圧値 = -60000 mV ～ 60000 mV の電圧値（mV 単位） 
 
同一電圧値が連続している場合、以下のフォーマットに変更することが可能で、送信時間

の短縮に利用できます。 
※「*,n」の n は 2 以上を設定してください。 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本フォーマット以外のフォーマットでは正しく動作いたしません。 
データ数は、最大 524288 まで設定可能です。 
作成した CSV データは、作業フォルダ内の[CSV ファイル]フォルダに挿入してくださ

い。 
 

※通信速度の関係でデータ数が多いと、送信までに時間が掛かる場合があります。 
  通信をキャンセルしたい場合は、[ESC]キーを押下してください。 

  

Frequency,50 

1,12000 

2,12000 

3,12000 

4,12000 

・ 

・ 

Frequency,50 

1,12000 

2,12000 

3,12000 

4,12000 

5,24000 

6,24000 

Frequency,50 

1,12000 

*,3 

5,24000 

6,24000 

1 を 4 回繰り返す 
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8.3 操作説明 

試験を実行するファイルを選択します。空白行をダブルクリックするか、各行をクリック

し[...]ボタンをクリックし、ファイルを開くダイアログから選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                            実行するファイルを選択 

最大 1000 シーケンス（小シーケンシャルファイル）選択できます。 
実際の出力では、ファイルの間に約 1300 ms の遅延が発生します。 

 
 
                                                 ファイルの繰り返し  ファイルの繰り返し 
 
 
 
 
 
 
 
 
最大 10 シーケンス（CSV ファイル）選択できます。  
実際の出力では、ファイルの間に読込み時間（ファイルサイズによる）の遅延が発生し

ます。 
 
 
試験の繰り返し回数を設定します。（1～9999 回まで） 
ファイルの繰り返し：リスト内の繰り返し回数を設定することで、そのシーケンスの繰り

返し回数を設定できます。 
 
シーケンス全体の繰り返し：繰り返しフレーム内の繰り返し回数を設定することで、リス

トに並べられた一連のシーケンスの繰り返し回数を設定でき

ます。  （1～1000 回まで） 
 
                        繰り返し回数を増やします 
                        繰り返し回数を減らします 
   試験実行時は試験の実行回数を表示します。 
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小シーケンシャルファイルまたは、CSV ファイルのリスト内を編集します。 
                    選択行のファイルを上へ移動します。 
 

            選択行のファイルを下へ移動します。 
 

選択行のファイル以下を一行ずらし、新たなリスト行を作成します。 
（試験モード[プログラム]選択時）  

 
選択行のファイルを削除します。 

 
        リスト内の全ての有効チェックボックスにチェックを挿入、または外します。 

（試験モード[プログラム]選択時） 
 
試験の実行をコントロールします。 
 
 
 
[STB] スタンバイ電圧を出力して試験実行を可能にします。スタンバイ電圧は[環境設定] 

画面のチャンネル設定内で設定を行ってください。 
[►]    試験を開始します。終了後の電圧は[環境設定]画面の出力終了モードで選択しま

す。 
[■]   試験を停止または、スタンバイ電圧を解除します。電圧は 0 V となります。 
試験モード[外部データ]選択時は、試験中に試験停止ボタンや、非常停止を押下しない限

り、最後に送信したデータが残っていますので、続けてスタートすることができます。 
 
 
試験の基準時間を設定します。（試験モード[プログラム]選択時） 
1 分以上の波形要素が含まれる試験を実行する際は、ms 分解能を選択してください。 
数十分かけて電圧が変化する試験などではμs を基準として試験を行うと誤差が大きくな

るため ms 基準で試験をしてください。 
ms 分解能を選択した際、1 ms 未満の波形は出力保証されませんのでご注意ください。 

 
 
 
 
 

バッファ転送機能を用いることで、小シーケンシャルファイル間の転送時間を省くことが

できます。 
（試験モード[プログラム]選択時） 
約 500 ms 以下で終了する小シーケンシャルファイルを並べた場合、チェックが入ってい

ても、データの先送りができない為、ファイル間にデータ転送時間分の空きが生じます。 
多チャンネルを使用して試験する際、チャンネル間で小シーケンシャル内の波形ファイル

の数が異なる場合には、チェックを外してください。正しく動作しない場合があります。 
バッファ転送チェック時に、約 500 ms 以下で終了する小シーケンシャルファイルと、試

験時間の異なる（約 500 ms 以上）小シーケンシャルファイルを並べた際、試験データフ

ァイルに試験が書き込めない場合があります。 
また、本機能は、通常波形と、一部の特殊波形で有効です。 
特殊波形は、同一種特殊波形である事と、正弦波スイープ波形、正弦波 LOG スイープ波

形、矩形波スイープ波形でない事が条件です。 
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8.4 大シーケンシャルファイルの保存 
試験タブを選択した状態で、画面左上のファイルメニューから[名前を付けて保存]を選択

し、大シーケンシャルファイルを保存します。 
保存されたファイルには、[.SQS]と拡張子が付きます。 

大シーケンシャルファイルの保存では、[試験実行]画面の内容と、[環境設定]画面の STB 電

圧、出力終了モードの内容が保存されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.5 大シーケンシャルファイルの削除 
試験タブを選択した状態で、画面左上のファイルメニューから[削除]を選択すると、ファイ

ル削除のダイアログが表示され、大シーケンシャルファイルを削除できます。 
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9. 環境設定 
画面のタブで[環境設定]を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主に試験実行時以外の動作を設定します。 

最後に設定した内容が保持されている為、変更がなければ、設定ファイル読み込みの必要

はありません。 

 

9.1 画面説明 
① 認証 

安易な変更を避けるため、本画面の変更には、次のパスワードを要求します。 
 パスワード：noise 
変更したい場合は、本アプリケーションが存在するフォルダの INI ファイル（SG-
7040ARS.ini）をメモ帳等で開き、「PassWord=noise」とある場所を noise から、任

意のパスワードに書き換えることで、変更することができます。 
「PassWord=」とすれば、パスワード無しで認証ボタンをクリックするだけで、編集

が可能になります。 
注意：ini ファイルに書き込む際、その他の文字列を操作しないでください。 
アプリケーションが動作しなくなる可能性があります。 

② チャンネル設定 
アンプの遅延設定やスタンバイ電圧、チャンネルの有効無効を選択します。 

③ 試験データ作成 
試験データフォルダ内に生成される、試験データファイル（CSV 形式）を試験終了毎

に自動生成するか否か設定します。 
試験データファイルは、試験の開始日付がファイル名となっており、試験開始日時、

ファイル名、コメント等が入力されます。 
④ データ保護 

データの保護の為、保存時に読み取り専用にして保存します。 
本アプリケーションで、読み取り専用のファイルは書き換え不可となります。 

 
  

① 

② 
③ 

⑥ 

④ 

⑤ 
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⑤ WAIT 時間 

小シーケンシャルファイルまたは、CSV ファイルの間隔を設定します。 
0 秒に設定すると、ファイル間の時間は通信が完了した時点で次の試験を開始しま

す。 
任意ステップを選択した場合、次のファイルへ移行する間隔を手動で設定できます。 

⑥ 試験終了時の設定 
試験が終了した際（途中で停止ボタンが入った場合を除く）の終了電圧を選択しま

す。 
 

9.2 操作説明 
各チャンネルの設定を行います。 
 
 
 
 
 
 
 
［遅延時間］アンプ出力の同時性を補正するために 0～1000000 μs（1 s）間で設定しま

す。 
発振器の出力に接続されるアンプの遅延時間を事前に確認しておく必要が 
有ります。 

［STB 電圧］スタンバイ時（試験開始まで）の電圧値を設定します。 
［オフセット電圧］出力電圧のオフセット電圧値になります。最大±10 V まで設定可能で 

す。 
［有効］ チェック有り：選択チャンネルを有効にします。（チャンネル 1 は有効固定） 

チェック無し：選択チャンネルを無効にします。（出力しません） 
 
試験データを自動生成するかどうか設定します。デフォルトは、チェック無しの状態です。 
 
 

 
 

【試験データ一例】 
自動生成された試験データファイル名は、試験開始日付と時間になっています。 
 

  

試 験
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各設定ファイル保存時に読み取り専用にして保存します。 
 
 
 
読み取り専用のファイルを上書きしようとした場合、以下のエラーメッセージが出力され

ます。 
 
 
 
 
 
 
 
小シーケンシャルファイルまたは、CSV ファイルの間隔を設定します。 
WAIT 時間中の電圧は、出力終了モードで設定した電圧値になります。 
 
 
 
 
Wait時間を選択した場合、一つの小シーケンシャルファイルまたは、CSVファイルが終了

すると、Wait 時間を待って次のファイルへ移行します。（0～999 s まで入力可能です。） 
任意ステップを選択した場合、一つの小シーケンシャルファイルまたは、CSV ファイルが

終了すると、[試験実行]画面に[Next]ボタンが表示されます。クリックすると、次のファ

イルへ移行します。 
※WAIT の設定が 0 s 以外の場合、バッファ転送は無効になります。 
 
 
 
通常終了（最後まで試験が終了）または、WAIT 時間中に出力する電圧を設定します。 
 
 
 
 
［0V］  0 V 出力となります。 
［保持］  波形出力の最終出力値を保持します。 
［STB 電圧］各チャンネルの STB 電圧値を出力します。 
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9.3 環境設定ファイルの保存 
環境設定タブを選択した状態で、画面左上のファイルメニューから[名前を付けて保存]を選

択し、環境設定ファイルを保存します。保存されたファイルには、[.ENV]と拡張子が付きま

す。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.4 環境設定ファイルの削除 
環境設定タブを選択した状態で、画面左上のファイルメニューから[削除]を選択すると、フ

ァイル削除のダイアログが表示され、環境設定ファイルを削除できます。 
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10. 保証 
 

保証規定 
   
この保証規定は当社が提供する当社製ソフトウェアおよびそのアップデータファイル

について、保証するための規定です。なお、この保証規定は日本国内でのみ適用させ

ていただきます。 
 
 

1. 保証範囲 

当社製のソフトウェアおよびそのアップデータファイルに適用させていただきます。 
 

2. 無償サポート 
当社ソフトウェアに起因したシステム上の不具合が発生した場合は、保証期間内に限り、

ソフトウェアの修正やアップデート等による無償サポートを提供いたします。ただし、

軽微なものについては、その実施時期についてご相談させていただくことがありますの

で、ご了承ください。 
 

3. 責任限度額 
万一、お客様が購入された当社ソフトウェアに起因する不具合により、お客様に損害が

生じた場合には、その損害が当社の故意または過失による場合に限り、お客様が当該当

社ソフトウェアの購入に際してお支払いになった金額を上限として、当社はお客様に対

して、損害賠償責任を負うものとさせていただきます。ただし、いかなる場合にも、当

該当社ソフトウェアに起因する不具合により、お客様に生じた損害のうち、直接または

間接に発生する可能性のある逸失利益、第三者からお客様に対してなされた賠償責任に

基づく損害、および間接損害については、当社は責任を負わないものといたします。 
 

4. 保証期間 
当社が動作保証する OS の、提供元による OS のサポート期間（延長サポート期間を含

む）までを保証期間とさせていただきます。当該 OS のサポート期間が終了した場合に

は、対象ソフトウェアの当該 OS についてのサポートの提供も終了するものとします。 
また、当社製機器の製造中止後は対象ソフトウェアに対するサポートの提供を終了する

ものとします。 
 

5. 除外項目 
本保証規定はお客様のご使用になるシステムとの相性及び完全な動作を保証するもので

はありません。また、以下の場合にはサポート対象外とさせていただきます。 
＜当社が推奨する以外の他の製品との組み合わせ＞ 
ソフトウェアサポートは、万全に対応してまいりますが、PC や周辺機器などのハード

ウェア、OS や他のソフトウェアとの相性や互換性などの理由により、不具合を解消で

きない場合もあります。  
＜機能追加・OS のバージョンアップ＞ 
機能の追加や OS のバージョンアップに伴う対応は無償サポートの対象外とさせていた

だきます。 
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11. 不具合発生時の連絡先 
 

 不具合と思われる症状が現れた場合は、症状、ソフトウェアのバージョン、対象機器

のモデル名、製造番号をお調べ頂き、ご購入元またはカスタマサービスセンターまで

ご連絡ください。 

 

 

 
□ カスタマサービスセンター 

TEL (0088)25-3939(ﾌﾘｰｺｰﾙ) / (042)712-2021 
FAX (042)712-2020 

 
 

 
 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行元  株式会社 ノイズ研究所 

〒252-0237 神奈川県相模原市中央区千代田 1-4-4   
TEL 042-712-2031  FAX 042-712-2030    

落丁・乱丁はお取り替えいたします。 
ＰＲＩＮＴＥＤ ＩＮ ＪＡＰＡＮ 


